
沿
線
大
行
進

直
江
津
駅
を
ス
タ
ー
ト

朝
八
時
、
約
七
〇
名
の
参
加
者
は
黄

色
の
在
来
線
（
北
陸
・
信
越
・
大
糸
・

ほ
く
ほ
く
線
）
は
地
域
の
宝
、
と
書
い

た
プ
ラ
カ
ー
ド
や
在
来
線
（
北
陸
・
信

越
・
大
糸
・
ほ
く
ほ
く
線
）
は
地
域
の

宝
を
守
ろ
う
！
と
書
い
た
桃
タ
ロ
ー
旗

を
持
ち
、
直
江
津
駅
前
広
場
は
、
所
狭

し
と
完
全
に
私
た
ち
に
埋
め
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。

県
は
早
く

明
ら
か
に
し
て
欲
し
い

大
平
実
行
委
員
の
司
会
で
始
ま
っ
た

出
発
集
会
、
岡
山
実
行
委
員
長
（
元
妙

高
高
原
町
長
）
は
、
新
幹
線
建
設
の
関

係
市
町
村
の
同
意
を
国
と
結
ん
だ
当
事

者
と
し
て
、
苦
渋
の
選
択
を
し
た
、
妙

高
高
原
が
最
後
ま
で
反
対
を
し
て
い
た

ら
ど
う
な
っ
て
い
た
か
、
そ
の
と
き
県

が
最
後
ま
で
責
任
を
持
つ
、
と
言
っ
た
。

ま
だ
県
が
は
っ
き
り
言
わ
な
い
の
は
お

か
し
い
、
い
っ
と
き
も
早
く
明
ら
か
に

し
て
ほ
し
い
、
と
挨
拶
。

そ
の
後
、
直
江
津
・
頚
城
の
会
代
表

の
決
意
表
明
、
石
川
、
富
山
、
地
元
の

代
表
が
表
明
し
た
あ
と
、
横
断
幕
を
先

頭
に
市
内
を
デ
モ
行
進
、
今
日
の
最
終

地
点
で
あ
る
妙
高
高
原
駅
に
向
け
て
出

発
し
て
い
き
ま
し
た
。

途
中
春
日
山
駅
、
高
田
駅
、
脇
野
田

駅
で
は
建
設
真
っ
最
中
の
新
幹
線
を
見

た
り
、
約
百
二
〇
年
前
新
潟
県
で
始
め

て
建
設
さ
れ
た
信
越
本
線
に
私
財
を
な

げ
う
っ
て
協
力
し
た
長
谷
川
八
郎
さ
ん

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
中
継
点
の
新

井
に
向
か
っ
た
。

新
井
で
昼
食
、
お
に
ぎ
り
と
ト
ン
汁

に
舌
鼓
、
休
憩
の
後
再
び
出
発
。

新
潟
・
長
野
が

集
結
百
四
〇
名

関
山
駅
を
回
り
な
が
ら
妙
高
高
原
メ
ッ

セ
に
到
着
、
こ
こ
で
宣
伝
カ
ー
を
先
頭

に
し
て
き
た
、
長
野
隊
と
合
流
、
地
元

市
議
の
激
励
挨
拶
、
実
行
委
員
長
、
長

野
隊
代
表
か
ら
挨
拶
を
も
ら
い
、
最
終

地
点
の
妙
高
高
原
駅
ま
で
元
気
に
出
発
、

妙
高
高
原
駅
集
結
集
会
。

約
百
四
〇
名
の
新
潟
隊
、
長
野
隊
と

の
集
結
集
会
だ
。
地
元
妙
高
の
会
・
豊

田
幹
事
長
の
司
会
で
始
ま
っ
た
が
、
長

野
か
ら
の
リ
レ
ー
隊
が
ま
だ
到
着
し
な

い
、
ど
う
し
よ
う
、
主
催
者
挨
拶
、
大

糸
線
・
北
陸
線
を
守
る
会
、
長
野
県
実

行
委
員
長
か
ら
の
挨
拶
、
長
野
県
議
か

ら
の
挨
拶
が
滞
り
な
く
終
了
！
と
い
う

と
こ
で
長
野
か
ら
の
リ
レ
ー
隊
が
到
着
、

演
出
し
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
こ
れ

ほ
ど
劇
的
に
到
着
す
る
と
は
！
最
高
に

盛
り
上
が
っ
た
瞬
間
で
す
。

妙
高
高
原
は
全
国
的
な
観
光
地
、
観

光
客
も
感
心
し
な
が
ら
注
目
で
す
。
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★裁判員を辞退できる場合★（裁判員法16条8号）

① 70歳以上の人

② 地方公共団体の議会の議員（ただし、会期中に限る）

③ 常時通学を要する課程に在学する学生

④ 一定期間の間に裁判員や検察審査員などの職務に従

事したり、裁判員の職務を行うこと又は裁判所に行

くことが困難な人

● 重い疾病や障害により裁判所に行くことが困難で

ある

● 同居の親族を介護・養育する必要がある

● 事業上の重要な用務を自分で処理しないと著しい

損害が生じるおそれがある

● 親族の結婚式への出席など社会生活上の重要な用

務がある



天
気
予
報
で
は
、
あ
ま
り
期
待
さ
れ
な

か
っ
た
天
気
、
ま
ず
ま
ず
だ
。
第
一
部
の

住
民
総
決
起
集
会
は
定
刻
の
九
時
三
〇
分

地
元
の
和
太
鼓
奏
者
に
よ
る
演
奏
で
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
、
直
江
津
頚
城
の
会
、
在
来
線

を
守
る
三
市
連
絡
会
代
表
の
挨
拶
の
後
、

長
野
新
幹
線
開
業
で
街
が
隆
盛
し
て
い
る

と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
新
幹
線
駅
周
辺
だ

け
で
も
他
の
地
域
は
衰
退
す
る
、
い
わ
ゆ

る
ス
ト
ロ
ー
現
象
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
佐

久
平
商
店
街
の
代
表
か
ら
佐
久
平
の
特
別

報
告
、
そ
の
後
の
集
会
宣
言
。

交
流
と
共
同
の
絆
を

一
層
強
め
て
い
く

私
た
ち
は
、
在
来
線
を
守
る
全
国

の
皆
さ
ん
に
も
訴
え
、
交
流
と
共
同

の
絆
を
一
層
強
め
て
い
く
こ
と
を
誓

い
、
集
会
宣
言
と
い
た
し
ま
す
。

実
行
委
員
の
奥
様
の
元
気
な
声
で

提
案
、
二
〇
〇
名
の
全
員
で
確
認
。

第
二
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
地

元
実
行
委
員
の
司
会
で
始
ま
り
、
和

太
鼓
演
奏
、
地
元
合
唱
団
の
合
唱
と

続
き
、
い
よ
い
よ
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

の
始
ま
り
で
す
。

東
京
か
ら
地
元
赤
倉
温
泉
に
嫁
い

だ
ホ
テ
ル
の
女
将
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演

奏
が
始
ま
っ
た
。
バ
ッ
ハ
、
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
や
ジ
ャ
ズ
演
奏
で
奏
で
ら
れ
た

ア
ン
コ
ー
ル
曲
は
シ
ョ
パ
ン
の
『
夜

想
曲
』
だ
、
子
供
た
ち
も
聞
き
に
来

て
い
た
が
、
物
音
一
つ
立
て
ず
に
静
か
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
の

演
奏
が
観
客
の
皆
さ
ん
が
思
い
も
よ
ら
な

い
と
こ
ろ
か
ら
の
出
場
。
心
憎
い
ば
か
り

の
演
出
で
す
。

総
括
は
ま
だ
後
に
な
り
ま
す
が
、
三
市

の
各
団
体
が
一
緒
に
な
り
取
り
組
ん
だ
初

め
て
の
集
会
で
し
た
。
直
江
津
頚
城
の
会

が
発
足
し
て
ま
だ
一
ヶ
月
あ
ま
り
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
、
こ

と
、
妙
高
の
会
代
表
自
ら
先
頭
に
立
ち
、

資
金
カ
ン
パ
を
取
り
組
ん
だ
こ
と
。
素
晴

ら
し
い
取
り
組
み
で
し
た
。

六
六
八
号
は
並
行
在
来
線
の
大
き
な
取

り
組
み
を
特
集
し
、
編
集
し
ま
し
た
。
直

江
津
支
部
の
高
橋
さ
ん
か
ら
の
報
告
で
す
。

詳
し
く
は
、
『
国
労
文
化
』
で
特
集
さ

れ
ま
す
の
で
、
発
行
さ
れ
ま
し
た
ら
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

身
近
な
話
題
や
出
来
事
な
ど
、
地
本
編

集
委
員
会
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★
国
鉄
新
潟
の
六
六
七
号
の
記
事
で
本
部

主
催
組
織
拡
大
経
験
交
流
集
会
の
日
程
に

つ
い
て
五
月
十
四
〜
十
五
日
と
記
載
し
ま

し
た
が
、
五
月
二
十
四
〜
二
十
五
日
で
し

た
。
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
地
本

教
宣
部
）
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１ 信越・北陸本線、大糸線、ほくほく線の

存続・充実

２ 地域の振興・発展

３ 『停車』『工事費負担』問題の関係市民

の納得のできる解決

４ 利用者、地域、事業者等利用に関する協

議制度の確立


